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Calculated MW: 31 kDa; Observed MW: 31 kDa

PD L2

PD-1 ligand 2; PD-L2; PDCD1 ligand 2; B7-DC; CD273
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	PDCD1非依存的にT細胞の増殖とIFN産生に不可欠な共刺激シグナルに関与する。PDCD1との相互作用は、細胞周期の進行とサイトカイン産生を阻害することでT細胞の増殖を阻害する（類似性による）。
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	PD L2 抗体を使用した K562、C6 溶解物中の PDL2 のウエスタン ブロット分析。

